
（別記）

２０２５ 年度鬼＝｜ヒ Ｉ：ｒ　 業ｉｌｉ・協　会水・収き力 強４ヒビ ジョン

１　 地域の作物作付の現状、地域が抱え る課題

当該ｔ域は、 農林業を ４］むに・展 し、 水Ｅ日に ｌ：！ｉ める圭食ｍ水稲作やｔｉｉ積の割合が約

６０９６ で、 転作作物はＷ菜・ ■樹が１ い。 ｌｚ ｌ！ｔＳ とｑ＝ｌ は』 「１１１ｔ！！縦に分かれてお り、 平１日ｔＳ

では水稲、野菜が圭な作物であるが、中 ＬＬＩｒＭｌｔＳでは、柚子、 ■、 Ｓ菜が圭な作物と なっ

ている。 東路は、 ｌ「 ｜大ｌの ２つの道の駅 と農協へのｉ荷が圭で あり 、」・ｔ！！域｜ヌｉｌでの消費が１

い。 最近では回：「外の和菓子メーカーと連携協定を結び、ＩＢ：「内の栗をｉ荷している。

ｉ１１年では農家の高齢４ヒや兼業４ヒの進ｆｉが著 しく 、小規模農家が１いため、 担い手への土

ｊきの集積を進めていると ころである。　ｌｚｊ！：！ ｊｉ域においても未整備の圃場は土地の借り手が

なく 、農家数の減タ・や将来の ｔ目 い手 ＪＦ・に よる荒廃農１１！！の増力口が・刻 ４ヒ して いる 状ＩＲであ

る。 こう した・キ１、 水稲作や｜・ｉｉ積の維持が課Ｓとなっている。

また中Ｌ１』回ｔ域を ・キＩむ に、 サル、シカ、 イノ シシ等のａ獣害による農作物の被害も１

く、 防護柵の設１：も 進めているが、まだまだ＋９と はいえず、高齢４ヒに よる 狩ａ者数の減

ダ・もあ り、 鳥獣害の被害が増加しているこ とも荒廃農地の増加の一回となっている。

２　 高収益作物の導入や転換作物等のｆｔ加価値の『ａ』上等による収益力

強４ヒに ＩＳＩけた産ｌｔ！１ とし ての 】｜又組方針 一目標

ＥＩぞＥ、ｉ ｌＢＴに おいては農家の高齢化のまぞｉが著 しく 、水 日ヨ の自 ｉ２保を管Ｅ■４の荒廃農地

が増力口 しつつある。 そのような中で、 ｔ目い手農家をｑコむにｌｔ集積を５・いながら、農ｔを
適９に管ＥＩ して いく 必Ｓがある。　ＪＡ の推奨作物、ａび当ｍＴの振Ｒ作物 １０ 品目 の推遣ｌ をそｉい

なが ら、 回丁 ｒ大１農家の大半がｉ荷・ 販売 を行 って いる ２つの道の駅へのｉ荷の増加を促す。

３　 畑ｊき４ヒを含めた水Ｅ日の有効ｉｅｌＪＪｉｌ に『ａｌ けた産ｔとしてのミ組方針 一目標

ＥＩ在、 管１ブ；ｌでＳｔ化は行っていない。中はＪ ｎｌｌｊきなにおける荒廃農ｊきを増やさないため

に、 きい手農家を ｑコむに農ｔ乗積をぞｉ・ い、 肖回１’の振Ｓｉｌ目 である「栗」 ・「柚子」のイヤイ才け

を行いながら畑ｔ化の促進を図 る。 ブロ ック ローテーショ ンについても現在のと 、こ ろ；けっ

ていない。これはローテーショ ンの体系を構築しやすい大規模な整備済み・場が少ないこ

とが要ｉｌである。

４　 作物 ごと のミ組方針等

（１ ）圭食Ｆ目米

コシ ヒカ リ、 あきたこ まち、ヒ ノヒ カリ 、にこまるがまであり 、手：ｔ亀域を中む

にコ シヒ カリ の４！期栽培を実施している。 前年の需Ｓ■［白］や乗荷乗者等のき『白』 を勘

案しつつ、米のｔ産を行う。

令和ｊｉｓ年度よ り始まった県育成米「ひめの凛」の生産 ・ほ売の拡大を促進する。
（２ ）非生食Ｊｉｌ米

ア　 飼料Ｊｉｌ米

肖回丁特産品のキジを飼育するキジ農家で、 キジヘの飼料として飼料Ｊｉｌ米をＳぜ

て給餌している。 また、を農をｉｉ じてのミ組も推ま している。生食Ｊｉｌ米からの転

作を進めなが ら、 担い手への土ｔの乗積も進めて作付けを拡大 していく。

イ　 ＷＣＳ　Ｊｉｌ稲

１１１内畜産農家からの需Ｓがある。圭食Ｊｉｌ米からの転搾を進めながら。担い手へ



の土ｔの集積も進め、 作・Ｍ・けを拡大していく。

ウ　加工ＪＩＩ米

！ＩＲ内冷凍食品メーカーへの供給としてミ組がｉてきており 、今後も圭食Ｊｌｌ米か

らの転作を進めながら作ｆ才けを拡大していく。

（３ ）麦、大ｉｉ、飼料作物

麦、 大・１に関しては、ま産性が低くミ組は少ないが、適期播種によりｔ産性『ａ』上

を回 り、 Ｅ飃ぞｉの作イｔｔｉｉ積を維持す る。

飼料作物に関 しては、 圭食丿目米からの転予１≡を進めながら、担い手への土地の集積

と合わせて、 作Ｍ・け を拡大し てい く。

（４ ）そ ば、 なたね

そばは、 ま産量はゆな く個人消費が１いが、 転作として農ｊきを保をしてい くため

にも■Ｓであ り、 ＥＩぞｉの作イ才・積を維持す る。

なたねは、作付環境が当回Ｔに適していないので・、 取組を行っていない。

（５ ）地力増進作物

地力増進作物については、 当回Ｉにおいて一般白ぐ】に普ａはしていないが、水稲の作

イ４を－ｊ！休止しｉｌｉ開する場台の緑ｊｌＥ！効ｌが期待でき、４ヒ学ＩＥ料に頼ることなぐｐｉ開

できるため作付け希望者がいれば推進していく。

（６ ）高収益作物

ア　 野菜

Ｉｌｌ大｜では４兼４な種類の１；菜の作イ才けをｆｉつているが、小規模農家が１ く、 また

１品種少量ｔ産のため販売コス トもかかる。　４１ ＵＪ ｒＵｌｔ域や条件フＦ利ｊきでは、 稲の

作ＭけにフＦ向きな場所もあり、転作ｆｌ≡物と して農ｊきを保・していく ためにもＸＳ

である。 販売手数料や包装等のコス トの一部を支援するこ とで農家所得の『ａ』上を

回る とと もに生産量の維持 ・拡大を 回る。

また、野菜の４］でも ｊａ下の １０ 呂目 については、 １ｔ！１域振Ｓ作物と して作ｔＨ・ナを

推進 して いく。

（ア）果菜類

果菜類の４］ で、 「きゅう り」、「なす」、 「ピーマン」、「ホオズキ」は、」・ｔｔ！域

で振Ｒしている作物であり、圭食Ｊｉｌ米からの転作を進めながら、担い手への

土ｊきの集積も進めて、作付けを拡大していく。 特に 「きゅう り」 については

ＩＴのミ組と して作付けを推進 して おり ＩＴ Ｉ大ｌ外において今後需Ｓが見２ｓまれて

いる。

（イ ）葉茎菜類

葉茎菜類の４］で、「アスパラガス」、 「ナバナ」、 「ホウレンソ ウ」 、「キャベ

ツ」 、「 ブロ ッコ リー」は１ｉ」まで振興している作物であり 、■食Ｊｌｌ米か らの転

作を進めながら担い手への土地の集積も進めて、 作付けを拡大していく。

「キャベツ」 、「ブロ ッコ リー」については、県内において十分な需要が見ｉ！

まれる。

（ウ）イ モ類

イモ類の・キｌで、「さといも」は県｜；ｌｉｌ において十Ｓ・な需Ｓが」１１２ｓまれる。圭

食Ｊｉｌ米からの転作をまめて・ｎ≡イ４けを拡大していく。

イ　 ■樹類

「柚子」 、「Ｓ」 の生産が圭であり 、振Ｓ品目と して作Ｍけを拡大していく。

「柚子」 は」・ｔ！ｌ Ｊｉ１の醸造ｙｌｙｉを中心・に」１ｌＪＪｉｉｌされている。「栗」 はｍＴタ１ヽ和菓子メーカー

との・組を進めている。これらのＳ組によって；；Ｆｆｌ≡Ｍ・ｊｉ等への新橋や改橋を進

め、 作Ｍ・け を拡大すると とも に、 ｉ荷：Ｉ：を増加 させてい く。 転作を推ＩＥするー

力で、果樹への転作にあたっては新橋後、ｉ荷できるよう になるまでの数年『１１

は。 その農ｊｌ！！において収入を得られない状態となり、除草や施ｊｌＥなどコス トだ



けがかかる状Ｓと なる。このため新植２ 年目 から の３ 年「１１ において コス トの一

部を補助する ことによ り果樹への転作を促す。

５　 作物ごとの作・ｆｔ予定ｉｉ積等　～　 ８　 産１１！１交ｆｔ金の活ｌｉｌ方法のｌｌ細

ｌｌ ｌｊ紙の とおり

※　農業ｉｉｉ・協議会の構成ａ一覧（会員１簿）を・イｌしてく ださい。



別紙

５作物ごとの作付予定・積等

作物等
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加工用米

麦

大豆
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